
(57)【要約】

【課題】紫外線発光ダイオードを励起源とした場合に、

その最大ピーク波長を効率よく吸収し、高輝度で発光す

る赤色蛍光体を提供する。

【解決手段】赤色発光蛍光体として、少なくともリチウ

ム、硼素および酸素を含み、ユーロピウムを付活剤とす

ることを特徴とする。さらに、赤色発光蛍光体が、一般

式、Ｌｉ２ － ｘ Ｅｕｘ Ｂ２ Ｏ４ またはＬｉＬａ２ － ｘ Ｅ

ｕｘ ＢＯ５ （但し、０．０１≦　ｘ　≦１．０）で示さ

れる組成を有し、波長３９４　ｎｍ前後の紫外発光を効

率よく吸収し，波長５９３　ｎｍ，６１５　ｎｍ，６２

５　ｎｍに発光ピークをそれぞれ有することを特徴とす

る。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
硼 酸 塩 に リ チ ウ ム を 添 加 し た も の を 母 体 組 成 と し て 、 ユ ー ロ ピ ウ ム を 付 活 剤 と す る こ と を
特 徴 と す る 赤 色 発 光 蛍 光 体 。
【 請 求 項 ２ 】
少 な く と も リ チ ウ ム 、 硼 素 お よ び 酸 素 を 含 み 、 ユ ー ロ ピ ウ ム を 付 活 剤 と す る こ と を 特 徴 と
す る 赤 色 発 光 蛍 光 体 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 赤 色 発 光 蛍 光 体 が 、 一 般 式 、
Ｌ ｉ ２ － ｘ Ｅ ｕ ｘ Ｂ ２ Ｏ ４

（ 但 し 、 ０ ． ０ １ ≦ 　 ｘ 　 ≦ １ ． ０ ） で 示 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記
載 の 赤 色 発 光 蛍 光 体 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 赤 色 発 光 蛍 光 体 が 、 一 般 式 、
Ｌ ｉ Ｌ ａ ２ － ｘ Ｅ ｕ ｘ Ｂ Ｏ ５

（ 但 し 、 ０ ． ０ １ ≦ 　 ｘ 　 ≦ １ ． ０ ） で 示 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記
載 の 赤 色 発 光 蛍 光 体 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 赤 色 発 光 蛍 光 体 は ， 波 長 ３ ７ ０ － ４ ０ ５ 　 ｎ ｍ の 紫 外 発 光 を 効 率 よ く 吸 収 す る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 ３ ま た は ４ に 記 載 の 赤 色 発 光 蛍 光 体 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 赤 色 発 光 蛍 光 体 は ， 波 長 ５ ９ ３ 　 ｎ ｍ ， ６ １ ５ 　 ｎ ｍ ， ６ ２ ５ 　 ｎ ｍ に 発 光 ピ ー ク を
そ れ ぞ れ 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 赤 色 発 光 蛍 光 体 。
【 請 求 項 ７ 】
紫 外 線 発 光 ダ イ オ ー ド と 請 求 項 １ 乃 至 ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 赤 色 発 光 蛍 光 体 の 励 起 光
源 と し て 、 紫 外 線 発 光 ダ イ オ ー ド を 用 い た こ と を 特 徴 と す る 発 光 素 子 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 発 光 素 子 に 前 記 発 光 ダ イ オ ー ド で 励 起 さ れ る 緑 色 発 光 蛍 光 体 お よ び 青 色 発 光 蛍 光 体 を
追 加 し て 、 白 色 発 光 ダ イ オ ー ド を 構 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 発 光 素 子 。
【 請 求 項 ９ 】
硼 酸 塩 に リ チ ウ ム を 添 加 し た も の を 母 体 組 成 と し て 、 ユ ー ロ ピ ウ ム を 付 活 剤 と す る 赤 色 発
光 蛍 光 体 で あ っ て 、 波 長 ３ ９ ４ 　 ｎ ｍ の 紫 外 光 を 効 率 よ く 吸 収 す る と と も に 、 発 光 強 度 が
発 光 波 長 ６ １ ５ 　 ｎ ｍ を メ イ ン ピ ー ク と し 、 発 光 波 長 ５ ９ ３ 　 ｎ ｍ お よ び ６ ２ ５ 　 ｎ ｍ を
サ ブ ピ ー ク と す る 発 光 強 度 特 性 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 赤 色 発 光 蛍 光 体 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 赤 色 発 光 蛍 光 体 お よ び そ れ を 用 い た 発 光 素 子 に 関 し 、 特 に 紫 外 線 発 光 ダ イ オ ー ド
と 赤 、 緑 、 青 の 発 光 蛍 光 体 と を 組 み 合 わ せ た 白 色 発 光 ダ イ オ ー ド な ど の 小 型 発 光 素 子 に 関
す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
白 色 発 光 ダ イ オ ー ド （ 白 色 Ｌ Ｅ Ｄ ） と し て は 、 （ Ｙ ， Ｇ ｄ ） ３ （ Ａ ｌ ， Ｇ ａ ） ５ Ｏ １ ２ の
組 成 式 で 知 ら れ る Ｙ Ａ Ｇ 系 酸 化 物 母 体 格 子 中 に Ｃ ｅ を ド ー プ し た 蛍 光 体 （ Ｙ Ａ Ｇ ： Ｃ ｅ 蛍
光 体 ） を ， 窒 化 物 半 導 体 を 用 い た 青 色 発 光 ダ イ オ ー ド （ 青 色 Ｌ Ｅ Ｄ ） を 包 囲 す る 封 止 樹 脂
中 に 分 散 さ せ た も の （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 乃 至 ３ 参 照 。 ） や 、 非 粒 子 状 性 の 蛍 光 体 層 を 青
色 Ｌ Ｅ Ｄ 上 に 成 膜 し た も の （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ４ 参 照 。 ） が 知 ら れ て い る 。 こ れ ら は ， デ
ィ ス プ レ イ 用 バ ッ ク ラ イ ト や Ｌ Ｅ Ｄ 表 示 器 な ど に 使 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
し か し ， 上 記 構 成 の 白 色 Ｌ Ｅ Ｄ で は 、 色 再 現 性 が 悪 く ， 演 色 性 が 低 い た め に ， 紫 外 発 光 ダ
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イ オ ー ド と 青 色 ， 緑 色 ， 赤 色 蛍 光 体 を 組 み 合 わ せ た ３ 波 長 型 の 白 色 Ｌ Ｅ Ｄ が 開 発 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
そ の よ う な 白 色 Ｌ Ｅ Ｄ の 一 例 が 、 例 え ば 、 特 許 文 献 ５ に 開 示 さ れ て い る 。 同 文 献 で 開 示 さ
れ て い る 白 色 Ｌ Ｅ Ｄ は 図 ３ に 示 す よ う に 、 透 明 基 板 （ 前 面 パ ネ ル ） １ 上 に ド ー ム 状 に 形 成
さ れ た 透 明 樹 脂 ３ の 内 側 に 紫 外 発 光 ダ イ オ ー ド ５ を 配 置 し て い る 。 透 明 樹 脂 ３ に は 赤 、 緑
、 青 の ３ 種 の 蛍 光 体 粉 末 ２ が 混 入 さ れ て お り 、 透 明 樹 脂 の 表 面 は ミ ラ ー ４ と し て 作 用 す る
よ う ミ ラ ー 加 工 が 施 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
特 許 文 献 ５ に お い て は 、 赤 色 発 光 蛍 光 体 と し て 、 Ｙ ２ Ｏ ２ Ｓ ： Ｅ ｕ ３ ＋ な ど が 挙 げ ら れ 、
Ｉ ｎ Ｇ ａ Ｎ ま た は Ｇ ａ Ｎ か ら な る 紫 外 発 光 ダ イ オ ー ド ５ を 励 起 光 源 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 許 第 ２ ９ ２ ７ ２ ７ ９ 号 明 細 書 （ ［ ０ ０ ６ ０ ］ 、 図 １ ）
【 特 許 文 献 ２ 】
特 許 第 ２ ９ ９ ８ ６ ９ ６ 号 明 細 書 （ ［ 請 求 項 １ ］ 、 図 ２ ）
【 特 許 文 献 ３ 】
特 許 第 ２ ９ ０ ０ ９ ２ ８ 号 明 細 書 （ ［ ０ ０ ０ ８ ］ 、 図 ２ ）
【 特 許 文 献 ４ 】
特 開 平 １ １ － ４ ６ ０ １ ５ 号 公 報 （ ［ ０ ０ ４ ２ ］ － ［ ０ ０ ４ ３ ］ 、 図 ２ ）
【 特 許 文 献 ５ 】
特 表 ２ ０ ０ ０ － ５ ０ ９ ９ １ ２ 号 公 報 （ ［ 要 約 ］ 、 図 １ ）
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
上 記 紫 外 発 光 Ｌ Ｅ Ｄ は 、 発 光 波 長 が ３ ７ ０ ｎ ｍ か ら ４ １ ０ ｎ ｍ の 間 で 高 い 発 光 効 率 を 有 し
、 と く に ３ ９ ０ 　 ｎ ｍ 付 近 の 波 長 で 最 も 高 い 発 光 効 率 を 示 す 。 し か し 、 上 記 の 赤 色 発 光 蛍
光 体 は 、 波 長 が ３ ７ ０ 　 ｎ ｍ の 光 を 効 率 よ く 吸 収 す る も の で あ り 、 ３ ９ ０ 　 ｎ ｍ 付 近 の 波
長 を 効 率 よ く 吸 収 す る 赤 色 発 光 蛍 光 体 に つ い て は 、 何 ら 開 示 も 示 唆 も な い 。
し た が っ て 、 本 発 明 の 目 的 は 、 よ り 効 率 よ く 紫 外 線 を 吸 収 し 、 高 効 率 で 赤 色 発 光 す る も の
で 、 従 来 よ り 高 輝 度 な 光 源 に 適 し た 赤 色 発 光 蛍 光 体 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ま た 、 本 発 明 は 、 紫 外 線 発 光 ダ イ オ ー ド の 最 大 ピ ー ク 波 長 を 効 率 よ く 吸 収 し 、 波 長 ６ ０ ０
　 ｎ ｍ 以 上 の 赤 色 発 光 を 効 率 よ く 発 光 す る 蛍 光 体 を 発 光 ダ イ オ ー ド と 組 み 合 わ せ て 、 高 効
率 な 発 光 素 子 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
さ ら に 、 本 発 明 に よ る 赤 色 蛍 光 体 と 、 青 色 蛍 光 体 ， 緑 色 蛍 光 体 と を 紫 外 線 発 光 ダ イ オ ー ド
と 組 み 合 わ せ て 照 明 用 な ど の 白 色 光 源 素 子 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 で は ， 硼 酸 塩 に リ チ ウ ム を 添 加 し た も の を 母 体 組 成 と し て 、 ユ ー ロ ピ ウ ム を 付 活 剤
と す る こ と を 特 徴 と す る 赤 色 発 光 蛍 光 体 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
ま た 、 本 発 明 の 赤 色 発 光 蛍 光 体 は 、 少 な く と も リ チ ウ ム 、 硼 素 お よ び 酸 素 を 含 み 、 ユ ー ロ
ピ ウ ム を 付 活 剤 と す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
さ ら に 、 前 記 赤 色 発 光 蛍 光 体 が 、 一 般 式 、
Ｌ ｉ ２ － ｘ Ｅ ｕ ｘ Ｂ ２ Ｏ ４ ま た は Ｌ ｉ Ｌ ａ ２ － ｘ Ｅ ｕ ｘ Ｂ Ｏ ５

（ 但 し 、 ０ ． ０ １ ≦ 　 ｘ 　 ≦ １ ． ０ ） で 示 さ れ る こ と を も 特 徴 と す る 。 す な わ ち 、 こ の 組
成 の 母 体 に 、 Ｌ ｉ ま た は Ｌ ａ に 対 し て Ｅ ｕ を （ ｘ ＝ ０ ． ０ １ ～ １ ． ０ ） で 置 換 し た こ と を
特 徴 と す る 蛍 光 体 で あ る 。
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【 ０ ０ １ ３ 】
特 に 、 本 発 明 に よ る 赤 色 発 光 蛍 光 体 は ， 波 長 ３ ９ ４ 　 ｎ ｍ 前 後 の 紫 外 発 光 を 効 率 よ く 吸 収
し ， 波 長 ５ ９ ３ 　 ｎ ｍ ， ６ １ ５ 　 ｎ ｍ ， ６ ２ ５ 　 ｎ ｍ に 発 光 ピ ー ク を そ れ ぞ れ 有 す る こ と
を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ま た 、 本 発 明 に よ れ ば 、 上 記 赤 色 発 光 蛍 光 体 の 励 起 光 源 と し て 、 紫 外 線 発 光 ダ イ オ ー ド を
用 い た こ と を 特 徴 と す る 発 光 素 子 が 得 ら れ る 。 と く に 、 こ の 発 光 素 子 に 前 記 発 光 ダ イ オ ー
ド で 励 起 さ れ る 緑 色 発 光 蛍 光 体 お よ び 青 色 発 光 蛍 光 体 を 追 加 し て 、 白 色 な い し ， 中 間 色 の
光 を 高 効 率 で 放 出 す る 照 明 用 な ど の 白 色 光 源 素 子 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
次 に 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
本 実 施 の 形 態 例 と し て ， ３ ９ ４ 　 ｎ ｍ 付 近 の 波 長 で 最 も 高 い 発 光 効 率 を 示 す Ｉ ｎ Ｇ ａ Ｎ ま
た は Ｇ ａ Ｎ か ら な る 紫 外 線 発 光 ダ イ オ ー ド を 励 起 光 源 と す る 場 合 に 、 ３ ９ ４ 　 ｎ ｍ 付 近 の
波 長 を 効 率 よ く 吸 収 で き る 赤 色 発 光 蛍 光 体 を 種 々 検 討 し た 結 果 、 Ｌ ｉ を 添 加 し た 硼 酸 塩 を
母 体 材 料 と し 、 ユ ー ロ ピ ウ ム を 付 活 剤 と す る こ と に よ り 、 上 記 条 件 を 満 た す こ と を 見 出 し
た 。
【 ０ ０ １ ７ 】
と く に 、 下 記 の 一 般 式 、
Ｌ ｉ ２ － ｘ Ｅ ｕ ｘ Ｂ ２ Ｏ ４ ま た は Ｌ ｉ Ｌ ａ ２ － ｘ Ｅ ｕ ｘ Ｂ Ｏ ５

（ 但 し 、 ０ ． ０ １ ≦ 　 ｘ 　 ≦ １ ． ０ ） で 示 さ れ る 赤 色 発 光 蛍 光 体 が 好 ま し い こ と が 確 認 で
き た 。
【 ０ ０ １ ８ 】
ｘ ＝ ０ ． ２ の 場 合 で あ る 実 施 例 １ お よ び ２ と し て 、 Ｌ ｉ １ ． ８ Ｅ ｕ ０ ． ２ Ｂ ２ Ｏ ４ お よ び
Ｌ ｉ Ｌ ａ ２ － ｘ Ｅ ｕ ｘ Ｂ Ｏ ５ に つ い て の 特 性 を 図 １ お よ び 図 ２ に そ れ ぞ れ 示 す 。 両 図 か ら
明 ら か な よ う に 、 こ れ ら の 組 成 に よ る 赤 色 発 光 蛍 光 体 は 、 波 長 ３ ９ ４ 　 ｎ ｍ を 中 心 に そ の
前 後 （ ３ ６ ０ 　 ｎ ｍ ～ ４ ２ ０ 　 ｎ ｍ 、 と く に ３ ７ ０ 　 ｎ ｍ ～ ４ ０ ５ 　 ｎ ｍ で 顕 著 ） の 紫 外
発 光 を 最 も 効 率 よ く 吸 収 し ， 発 光 強 度 が 発 光 波 長 ６ １ ５ 　 ｎ ｍ を メ イ ン ピ ー ク と し 、 発 光
波 長 ５ ９ ３ 　 ｎ ｍ お よ び ６ ２ ５ 　 ｎ ｍ を サ ブ ピ ー ク と す る 赤 色 発 光 強 度 特 性 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
実 施 例 １ の 組 成 （ Ｌ ｉ １ ． ８ Ｅ ｕ ０ ． ２ Ｂ ２ Ｏ ４ ） の 赤 色 発 光 蛍 光 体 と 従 来 例 の 赤 色 発 光
蛍 光 体 （ Ｙ ２ Ｏ ２ Ｓ ： Ｅ ｕ ３ ＋ ） と を 比 較 す る と 、 表 １ に 示 す よ う に 、 輝 度 の 点 に お い て
、 本 実 施 例 は 従 来 例 の 倍 以 上 の 輝 度 を 示 す こ と が 分 か る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
実 施 例 ２ の 組 成 （ Ｌ ｉ Ｌ ａ ２ － ｘ Ｅ ｕ ｘ Ｂ Ｏ ５ ） の 赤 色 発 光 蛍 光 体 と 従 来 例 の 赤 色 発 光 蛍
光 体 （ Ｙ ２ Ｏ ２ Ｓ ： Ｅ ｕ ３ ＋ ） と を 比 較 す る と 、 表 １ に 示 す よ う に 、 輝 度 の 点 に お い て 、
本 実 施 例 も 従 来 例 の 倍 以 上 の 輝 度 を 示 す こ と が 分 か る 。 さ ら に 、 実 施 例 ２ で は 、 Ｃ Ｉ Ｅ 色
度 座 標 に お い て 、 従 来 よ り 赤 色 と し て の 色 純 度 が 良 く な っ て い る こ と が わ か る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
【 表 １ 】
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【 ０ ０ ２ ２ 】
次 に 、 本 発 明 の 赤 色 発 光 蛍 光 体 の 製 造 方 法 に つ い て 述 べ る 。 上 記 実 施 例 １ お よ び ２ の 組 成
（ Ｌ ｉ ２ － ｘ Ｅ ｕ ｘ Ｂ ２ Ｏ ４ お よ び Ｌ ｉ Ｌ ａ ２ － ｘ Ｅ ｕ ｘ Ｂ Ｏ ５ ） の 赤 色 発 光 蛍 光 体 は 、
出 発 原 料 を 大 気 中 も し く は 酸 素 ガ ス 雰 囲 気 中 で 焼 成 す る な ど し て 、 固 相 反 応 法 も し く は 共
沈 法 に よ り 作 製 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
実 施 例 １ と し て は 、 出 発 原 料 に 純 度 ９ ９ ． ９ ９ ％ 以 上 の Ｌ ｉ ２ Ｃ Ｏ ３ 試 薬 と 純 度 ９ ９ ． ９
９ ％ 以 上 の Ｈ ３ Ｂ Ｏ ３ な い し Ｂ ２ Ｏ ３ 試 薬 お よ び 純 度 ９ ９ ． ９ ％ 以 上 の Ｅ ｕ ２ Ｏ ３ 試 薬 を
上 記 の 組 成 比 と な る よ う に 調 合 す る 。 す な わ ち 、 Ｌ ｉ ２ Ｃ Ｏ ３ ， 　 Ｈ ３ Ｂ Ｏ ３ ， 　 Ｅ ｕ ２

Ｏ ３ を Ｌ ｉ 、 Ｂ 、 Ｅ ｕ の モ ル 比 が １ ． ８ ： ２ ： ０ ． ２ に な る よ う に 調 合 す る 。 そ の 後 に ，
こ れ ら を 乾 式 混 合 し 、 約 ６ ０ ０ 　 ～ 　 ９ ０ ０ ℃ で 数 時 間 （ 約 ３ 時 間 程 度 ） 焼 成 す る こ と に
よ り 、 上 記 組 成 の 赤 色 発 光 蛍 光 体 を 作 製 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
実 施 例 ２ と し て は 、 出 発 原 料 に 純 度 ９ ９ ． ９ ９ ％ 以 上 の Ｌ ｉ ２ Ｃ Ｏ ３ 試 薬 と Ｌ ａ ２ Ｏ ３ 試
薬 と 純 度 ９ ９ ． ９ ９ ％ 以 上 の Ｈ ３ Ｂ Ｏ ３ な い し Ｂ ２ Ｏ ３ 試 薬 お よ び 純 度 ９ ９ ． ９ ％ 以 上 の
Ｅ ｕ ２ Ｏ ３ 試 薬 を 上 記 の 組 成 比 と な る よ う に 調 合 す る 。 す な わ ち 、 Ｌ ｉ ２ Ｃ Ｏ ３ ， 　 Ｌ ａ

２ Ｏ ３ ， 　 Ｂ ２ Ｏ ３ ， 　 Ｅ ｕ ２ Ｏ ３ を Ｌ ｉ 、 Ｌ ａ 、 Ｂ 、 Ｅ ｕ の モ ル 比 が １ ： １ ． ８ ： １ ：
０ ． ２ に な る よ う に 調 合 す る 。 そ の 後 に ， こ れ ら を 乾 式 混 合 し 、 約 ７ ０ ０ 　 ～ 　 １ ０ ０ ０
℃ で 数 時 間 （ 約 ３ 時 間 程 度 ） 焼 成 す る こ と に よ り 、 上 記 組 成 の 赤 色 発 光 蛍 光 体 を 作 製 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
上 記 一 般 式 で 表 さ れ る 本 発 明 の 赤 色 発 光 蛍 光 体 に お い て 、 上 記 ｘ の 値 が そ の 下 限 で あ る ０
． ０ １ を 下 回 る と 、 十 分 な 発 光 強 度 が 得 ら れ な く な る 。 一 方 、 上 記 ｘ の 値 が そ の 上 限 で あ
る １ ． ０ を 越 え る と 、 濃 度 消 光 に よ る 発 光 強 度 の 低 下 が 生 じ 、 実 用 性 が な く な る 。 こ の よ
う な 理 由 に よ り 、 本 発 明 の 組 成 値 は 決 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
本 発 明 の 蛍 光 材 料 は ， 赤 色 発 光 で あ り ， 白 色 と し て 光 を 放 出 さ せ る 場 合 は ， 図 ３ に 示 す 従
来 構 造 に お い て ， ３ 種 の 蛍 光 体 粉 末 の 内 、 赤 色 蛍 光 体 粉 末 と し て 本 発 明 の 蛍 光 体 を 採 用 す
れ ば 、 よ り 高 輝 度 の 白 色 光 発 光 ダ イ オ ー ド が 実 現 で き る こ と と な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
こ こ で ， 緑 色 蛍 光 体 と し て は ， 上 記 特 許 文 献 ５ に 開 示 の Ｚ ｎ Ｓ ： Ｃ ｕ や Ｂ ａ Ｍ ｇ Ａ ｌ １ ０

Ｏ １ ７ ： Ｅ ｕ ， Ｍ ｎ ， が 採 用 で き る 。 同 様 に 、 青 色 蛍 光 体 と し て も 同 文 献 に 開 示 の Ｂ ａ Ｍ
ｇ Ａ ｌ １ ０ Ｏ １ ７ ： Ｅ ｕ ， Ｓ ｒ ５ （ Ｐ Ｏ ４ ） ３ Ｃ ｌ ： Ｅ ｕ ， Ｚ ｎ Ｓ ： Ａ ｇ な ど が 採 用 可 能
で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 の べ た よ う に 、 本 発 明 に よ る 赤 色 発 光 蛍 光 材 料 は ， 波 長 ３ ９ ４ 　 ｎ ｍ 前 後 の 紫 外 発 光
を 効 率 よ く 吸 収 し ， ５ ９ ３ 　 ｎ ｍ ， ６ １ ５ 　 ｎ ｍ ， ６ ２ ５ 　 ｎ ｍ の 赤 色 発 光 を 有 す る こ と
が で き る 。 こ れ に よ り ， 従 来 よ り 高 輝 度 な 光 源 が 得 ら れ る 。

10

20

30

40

50

(5) JP 2004-123764 A 2004.4.22



【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 １ に よ る 赤 色 発 光 蛍 光 体 の 発 光 ス ペ ク ト ル お よ び 励 起 ス ペ ク ト ル
を 示 す 特 性 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 ２ に よ る 赤 色 発 光 蛍 光 体 の 発 光 ス ペ ク ト ル お よ び 励 起 ス ペ ク ト ル
を 示 す 特 性 図 。
【 図 ３ 】 従 来 例 に 開 示 さ れ た 白 色 光 発 光 ダ イ オ ー ド の 構 成 図 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 透 明 基 板 （ 前 面 パ ネ ル ）
２ 　 　 ３ 種 の 蛍 光 体 粉 末
３ 　 　 透 明 樹 脂
４ 　 　 ミ ラ ー
５ 　 　 紫 外 発 光 ダ イ オ ー ド
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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